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原発・原爆３・１
と
３
・
11

「『
原
発
が
爆
発
し
た
ら
し
い
』
と
い
う
情
報
に

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
を
思
い
出
し
、『
と
に
か
く

逃
げ
よ
う
』
と
３
月
13
日
に
自
動
車
に
分
乗
し
北
に

向
か
い
ま
し
た
。
飯
舘
公
民
館
に
た
ど
り
着
き
、
そ

の
晩
は
車
の
中
で
寝
ま
し
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
情

報
は
隠
さ
れ
て
い
た
た
め
、
飯
舘
の
線
量
が
高
か
っ

た
こ
と
は
後
で
知
り
ま
し
た
」

南
相
馬
の
友
人
の
言
葉
で
あ
る
。「
直
ち
に
健
康

に
被
害
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
の
裏
で
隠
さ
れ
た
情

報
。
電
気
も
消
え
た
中
、
ど
れ
だ
け
不
安
だ
っ
た
こ

と
だ
ろ
う
。

あ
の
日
、
プ
レ
ハ
ブ
建
て
の
図
書
館
の
３
階
で
拙

著
『
原
水
禁
署
名
運
動
の
誕
生
―
東
京･

杉
並
に

お
け
る
住
民
パ
ワ
ー
と
水
脈
』（
凱
風
社
、２
０
１
１
年
）

の
あ
と
が
き
を
書
い
て
い
た
私
、
い
ま
だ
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
も
の
す
ご
い
揺
れ
、
あ
わ
て
て
駆
け
下

り
庭
の
木
に
し
が
み
つ
い
た
。
原
発
事
故
が
起
き
た

３
・
１
と
３
・
11
が
問
う
こ
と

―
「
原
子
力
の
平
和
利
用
」
の
謀
略
を
超
え
て

	

丸
浜
江
里
子

日
か
ら
米
国
が
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
で
実
施
し
た
、
史

上
最
大
・
最
悪
の
原
水
爆
実
験
（
キ
ャ
ッ
ス
ル
作
戦
）

は
全
世
界
を
汚
染
し
た
。
第
五
福
竜
丸
の
帰
港
が
伝

え
た
放
射
能
汚
染
は
最
初
は
魚
か
ら
、
さ
ら
に
野
菜
、

牛
乳
、
卵
、
肉
、
水
な
ど
全
て
の
食
料
に
広
が
っ
て

い
っ
た
。
パ
ニ
ッ
ク
が
広
が
る
中
で
、
水
爆
禁
止
署

名
運
動
杉
並
協
議
会
が
立
ち
上
が
り
、
全
国
的
な
署

名
運
動
と
な
り
、
そ
の
年
の
内
に
２
０
０
０
万
筆
と

い
う
未
曾
有
の
署
名
運
動
に
発
展
し
た
。

し
か
し
、
１
９
５
５
年
１
月
４
日
に
取
り
交
わ
し

た
ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
に
関
す
る
日
米
交
換
公
文
は
、

慰
謝
料
２
０
０
万
ド
ル
（
７
億
２
千
万
円
）
を
払
う
代

わ
り
に
米
国
に
今
後
一
切
の
補
償
要
求
・
責
任
追
及

を
し
な
い
と
い
う
、
国
民
の
思
い
を
踏
み
に
じ
る
植

民
地
的
政
治
決
着
だ
っ
た
。
そ
の
１
週
間
後
の
１
月

11
日
、
米
国
は
濃
縮
ウ
ラ
ン
の
貸
与
を
申
し
出
、
日

本
は
受
け
入
れ
た
。
そ
の
後
、
同
年
５
月
13
日
に
開

か
れ
た
『
原
子
力
平
和
利
用
大
講
演
会
』
を
皮
切
り

に
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
り
、
２
年
間
に
わ
た
り

『
原
子
力
平
和
利
用
博
覧
会
』
が
全
国
巡
回
で
開
か

れ
た
。
米
国
大
使
館
は
主
催
者
に
入
る
だ
け
で
な
く
、

イ
ベ
ン
ト
の
費
用
を
全
て
持
っ
た
。『
原
水
爆
反
対

の
声
を
潰
す
に
は
原
子
力
の
平
和
利
用
を
大
々
的
に

謳
い
あ
げ
る
こ
と
だ
。毒
を
以
て
毒
を
制
す
』と
い
っ

た
の
は
日
本
側
の
中
心
人
物
正
力
松
太
郎
の
懐
刀
と

い
わ
れ
た
柴
田
秀
利
だ
が
、
膨
大
な
資
金
を
か
け
た

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
約
２
６
３
万
７
千
人
の
観
客
が
集

ま
っ
た
と
い
う
。

敏
感
だ
っ
た
放
射
能
へ
の
感
性
は
、
莫
大
な
費
用

を
か
け
、
念
入
り
に
仕
組
ま
れ
た｢

原
子
力
の
安

全
性
」
を
訴
え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
だ
ま
さ
れ
鈍
っ

た
の
か
、
地
震
の
巣
の
よ
う
な
日
本
に
54
基
も
の
米

国
仕
様
の
原
子
力
発
電
所
が
造
ら
れ
た
。･･･

〔
３
・

11
〕
は
『
原
子
力
の
安
全
性
』
が
幻
想
で
あ
り
、
毒

は
や
は
り
毒
で
し
か
な
い
こ
と
を
、
甚
大
な
被
害
と

と
も
に
私
た
ち
に
伝
え
た
」

３
・
１
の
延
長
上
の
原
子
力
平
和
利
用
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
そ
の
先
の
３
・
11
と
感
じ
て
い
た
。

米
国
の
動
揺
と
「
原
子
力
の
平
和
利
用
」

原
水
爆
禁
止
署
名
運
動
は
そ
の
年
の
内
に

２
０
０
０
万
筆
、
翌
年
の
８
月
に
は
３
２
０
０
万
筆

ま
で
広
が
っ
た
。
ア
リ
ソ
ン
駐
日
米
大
使
は
国
務
省

に
詳
細
な
電
報
を
送
っ
て
い
る
が
、
米
国
の
ア
ジ
ア

支
配
戦
略
の
優
等
生
・
日
本
で
お
き
た
こ
の
運
動
は

米
国
政
府
を
動
揺
さ
せ
、
対
日
戦
略
に
影
響
を
与
え

た
。
当
時
、
米
政
権
は
世
界
の
米
軍
基
地
へ
核
配
備

を
進
め
て
い
た
が
日
本
本
土
に
行
な
わ
な
か
っ
た
の

は
そ
の
一
例
で
あ
る
（
沖
縄
に
は
１
９
５
４
年
12
月
に

核
が
も
ち
込
ま
れ
た
）。
そ
れ
ま
で
の
対
日
心
理
戦
略

も
見
直
さ
れ
た
。
10
月
19
日
の
米
国
務
省
に
よ
る
秘

密
メ
モ
「
ビ
キ
ニ
事
件
と
核
問
題
」
を
し
め
そ
う
。

（
１
）
日
本
の
政
府
と
科
学
者
は
、
敏
感
な
世
論
が

こ
と
を
知
り
、
３
・
１
ビ

キ
ニ
事
件
を
想
起
し
な
が

ら
、
次
の
あ
と
が
き
を
書

い
た
。

「
１
９
５
４
年
３
月
１
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許
す
範
囲
で
、
核
問
題
で
の
日
米
協
力
を
望
ん
で

お
り
、
米
国
も
協
力
を
望
ん
で
い
る
。

（
２
）
原
子
力
・
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
根
本
か
ら
破
壊

的
だ
と
す
る
日
本
人
の
根
強
い
観
念
を
取
り
除
く

こ
と
は
重
要
だ
。
原
子
力
の
平
和
利
用
を
進
展
さ

せ
る
２
国
間
、
多
国
間
の
取
り
組
み
に
日
本
を
早

期
に
参
画
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
べ
き
だ
。

（
２
０
１
１
年
７
月
24
日
付
『
信
濃
毎
日
新
聞
』）

政
府
と
科
学
者
に
資
金
、
知
識
、
技
術
の
便
宜
を

図
り
、「
日
本
人
の
根
強
い
観
念
を
取
り
除
く
」
た

め
の
マ
ス
コ
ミ
へ
の
働
き
か
け
と
読
め
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
の
心
理
戦
略
に
「
原
子
力
の
平
和
利
用
」

が
加
わ
っ
た
。
１
９
５
５
年
11
月
18
日
付
ト
ッ
プ

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
（
フ
ー
バ
ー
国
務
次
官
発
・
ロ
バ
ー
ト
ソ

ン
国
防
副
長
官
宛
書
簡
）
は
そ
れ
が
実
行
さ
れ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
（
＊
１
）。

「
日
本
人
が
米
国
の
原
子
力
平
和
利
用
計
画
の
可

能
性
を
賞
賛
す
れ
ば
す
る
程
、
現
に
存
在
す
る
心
理

的
障
害
を
小
さ
な
も
の
に
す
る
こ
と
や
、
軍
用
原
子

計
画
〔
核
兵
器
計
画
〕
の
実
態
を
よ
り
高
く
評
価
す

る
こ
と
を
促
す
の
に
有
効
で
あ
る
」。「
い
く
つ
か
の

措
置
」
と
し
て
「
原
子
力
関
係
図
書
の
譲
渡
、
日
米

原
子
力
協
定
の
調
印
、
原
子
力
博
覧
会
の
成
功
」
な

ど
を
実
行
し
た
と
あ
っ
た
。
し
か
し
、
米
国
の
商
業

用
原
子
力
発
電
所
が
完
成
し
た
の
は
１
９
５
７
年
末

の
シ
ッ
ピ
ン
グ
・
ポ
ー
ト
発
電
所
が
最
初
で
、「
原

子
力
の
平
和
利
用
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
原
水
禁
運
動

に
対
抗
す
る
「
心
理
戦
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
大
規

模
に
展
開
さ
れ
、
そ
の
下
地
の
上
に
や
が
て
米
国
製

原
子
炉
（
最
初
は
英
国
炉
）
が
導
入
さ
れ
て
い
っ
た
。

上
記
の
対
日
戦
略
を
す
す
め
て
き
た
中
心
は
米
国

国
務
省
と
中
央
情
報
局
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
で
あ
る
。
国
務

大
臣
の
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
・
ダ
レ
ス
と
Ｃ
Ｉ
Ａ

長
官
ア
レ
ン
・
ダ
レ
ス
は
兄
弟
で
、
兄
の
Ｊ
・
Ｆ
・

ダ
レ
ス
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
・
日
米
安

保
条
約
の
立
役
者
で
あ
る
。
１
９
５
１
年
初
頭
、
講

和
の
細
目
を
検
討
す
る
た
め
に
来
日
し
た
ダ
レ
ス

は
「
我
々
は
日
本
に
、
我
々
が
望
む
だ
け
の
軍
隊
を

望
む
場
所
に
望
む
期
間
だ
け
駐
留
さ
せ
る
権
利
を
獲

得
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
？　

こ
れ
が
根
本
的
問
題
で

あ
る
」（
＊
２
）
と
述
べ
た
。
ダ
レ
ス
の
望
み
を
か
な

え
た
の
は
天
皇
制
の
維
持
を
望
み
、
米
国
の
力
を
頼

む
昭
和
天
皇
、
さ
ら
に
そ
の
意
向
を
く
ん
だ
吉
田
茂

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
沖
縄
が
切
り
離
さ
れ
、
日
本

に
米
軍
基
地
（
全
土
基
地
方
式
）
が
置
か
れ
た
（
＊
３
）。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
体
制
＝
米
国
の
核
戦
略
＝
原
水

禁
運
動
へ
の
敵
視
＝
「
原

子
力
の
平
和
利
用
」
は

ダ
レ
ス
ら
に
つ
な
が
り
、

今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
原
因
は
対
米
従
属
を

国
是
と
し
て
、
米
国
の

核
戦
略
に
従
い
核
の
傘

に
入
り
、
原
子
力
を
導

入
し
、
沖
縄
に
米
軍
基

地
を
押
し
つ
け
て
き
た

政
治
を
戦
後
60
年
以
上

も
続
け
て
き
た
こ
と
に

あ
る
。
そ
の
路
線
を
民
衆
が
転
換
す
る
こ
と
し
か
こ

の
危
機
を
乗
り
切
る
道
は
な
い
。
そ
れ
を
先
送
り
す

る
こ
と
は
も
う
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
何
か
ら
取
り
組
め
ば
よ
い

の
か
を
真
剣
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
私
は

あ
と
が
き
に
記
し
た
。
そ
の
思
い
は
今
も
変
わ
ら
な

い
。（

ま
る
は
ま
・
え
り
こ
／
都
留
文
科
大
学
非
常
勤
講
師
）

＊
１　

新
原
昭
治
『
日
米
「
密
約
」
外
交
と
人
民
の
た
た
か
い
』

（
新
日
本
出
版
社
、
２
０
１
１
年
）
１
２
８
頁

＊
２　

ジ
ョ
ン
・
Ｗ
・
ダ
ワ
ー
、
ガ
バ
ン
・
マ
コ
ー
マ
ッ
ク

『
転
換
期
の
日
本
へ
―
「
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
」
か

『
パ
ッ
ク
ス
・
ア
ジ
ア
」
か
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
書
、
２
０
１
４
年
）

１
１
７
頁

＊
３　

豊
下
楢
彦
『
昭
和
天
皇
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
会
見
』（
岩
波

現
代
文
庫
、
２
０
０
８
年
）
１
５
９
頁
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